
一般的な考慮事項 *
•	 石鹸で洗い、完全に乾かします 1,2

•	 オイリースキンの場合は、角質除去（低刺激のもの）が推奨されます 2

•	 必要に応じて、乾いたカミソリで剃毛します <	3

•	 センサー装着部位には保湿剤を含む乳液やオイルを使用しないでください
•	 シャワー／入浴直後に湯気の立ち込めるバスルームでセンサーを挿入しないでください。ヘアドライヤーで湿気を除
くか、乾燥した環境で貼付してください 2

•	 皮膚が汗ばみがちな場合は、固形またはスプレータイプの制汗剤（無香料）が役に立つ場合があります。制汗剤を、
楕円形の輪郭を描くように皮膚に塗布し、10 ～ 15 分間待ってから楕円中心部の清潔な皮膚にセンサーを挿入します 1,2

炎症を起こしている皮膚または敏感肌
皮膚の炎症または敏感肌の場合は、医療従事者にご相談ください。
患者様および医療従事者は以下の情報をお役立て下さい。これは、Dexcomとは関係のない臨床医が各自の知識と経験に基
づいて発表した3件の臨床論文の要約です。なお、これらはDexcom製品ではありません。また、Dexcomはこれらのアプロー
チに関する試験を行っておらず、これらの特定のアプローチを推奨するわけではありません。Dexcom	CGMシステムの使用
方法の手順については、お使いの機器の取扱説明書を参照してください。	
センサー装着部位の皮膚に炎症が生じたり、敏感になっていますか？その場合は以下のことや皮膚保護剤の使用、および専
門家からのアドバイスを受けることを考慮して下さい。ただし特定の人に効果があったとしても、すべての人に対して効果
があるとは限りませんのでご注意ください。これらのオプションが効果的かを判断するために、医療従事者とともに、いく
つかの異なる製品や異なる方法を試していただく必要があるかもしれません。
これらのすべての製品がお住まいの国でご利用いただけるとは限りません。

保護剤 *
•	 保護剤により粘着テープによる軽度の炎症を防ぐことができる場合があります 4

•	 保護剤で皮膚に楕円形の輪郭を作り、楕円中心部の清潔な皮膚にセンサーを挿入します
•	 センサーを挿入する前に保護剤を完全に乾かします 1,4

•	 保護剤は 1層にするか、または 1層目が乾いてしまったら 2層目を重ねることができます a

•	 保護剤そのものが刺激性となる場合があり、アレルゲンの皮膚浸透を妨げない場合もあります

製品 メリット 専門家のコメント c

Smith	and	Nephew	IV	
Prep

-	防水性・通気性のある保護剤
-	消毒用アルコール付き

-	拭き取り
-	皮膚上で完全に乾かしてください
-	粘着増強性ありとして販売はされていませんが、
粘着力がわずかに向上する可能性があります a

SurePrep	TM（Medline） -	透湿性保護剤
-	消毒剤を含む

-	拭き取り
-	損傷のある皮膚の保護に使用可能

Smith	and	Nephew	
Skin	prep/no-sting	
skin	prep

-	防水性・通気性のある保護剤
-	適度な保護と適度な粘着性の組み合わ
せのため、一般的な選択肢 a

-	拭き取りまたはスプレー
-	Skin	prep は傷のない皮膚の準備用、no-sting	skin	
prep は傷のない／傷のある皮膚の準備用
-	防腐剤は含まれていない

CavilonTM		No	Sting	
Barrier（キャビロン、
低刺激性タイプ）
（3MTM	）

-	防水性・通気性のある保護剤 -	拭き取りまたはスプレー
-	消毒剤は含まれていない

質問：センサー粘着テープによる皮膚の炎症や肌が敏感になるのを防ぐにはどうしたらよいですか？



製品 メリット 専門家のコメント c

Skin	TacTM	（Torbot） -	ラテックスフリー、低アレルギー
性、ゴム不使用
-	皮膚を守り粘着性を提供

-	拭き取りまたは液状タイプ
-	Tac	Away という名称の、対応するリムーバー有り	
-	敏感肌では炎症を引き起こす可能性あり

セキューラ（スミス・
アンド・ネフュー）b

-	通気性があり、べたつかない -	液状タイプの保護剤またはクリーム

Sensi-Care	
Barrier（ConvaTec）b

-	シリコン系の通気性保護剤 -	拭き取りまたはスプレー

保護剤（続き）

保護用パッチまたは絆創膏 *†

•	 保護用パッチと絆創膏は、保護剤が機能しなかった場合にのみ使用します
•	 Dexcom では、保護用パッチおよび絆創膏の使用に関する試験は実施していません。保護用パッチおよび絆創膏の使用
については、医療従事者にご相談ください

•	 パッチ／絆創膏を保護剤として使用する場合は、センサー用粘着パッチの下に貼付する必要があります 1,5,6

•	 センサー用粘着テープを貼る前に皮膚に貼付
•	 パッチ／絆創膏に楕円形の穴を開け、楕円中心部の清潔な皮膚にセンサーを挿入します

製品 メリット 専門家のコメント c

ハイドロコロイド材。
一般的な例：
-	DuoDERM®
-	Hansaplast	blister	
plaster
-	Cutimed	Hydro	B
-	Stomahesive	
-	レプリケア（スミス・
アンド・ネフュー）
-	コムフィールプラス
（コロプラスト）
-	バンドエイド ®ブラン
ドのHYDRO	SEAL®	b

-	ハイドロコロイドは厚い保護を
提供
-	防水性
-	ブランドによっては「極薄」タイ
プあり
-	ラテックスフリーもあり

-	IV3000 またはテガダームなどの粘着パッチよりも強
力な保護を提供
-	Hansaplast は快適性に優れている
-	Cutimed は他製品より高価だが固定に優れている
-	2 ～ 3 枚を重ねなければならない場合がある

IV3000
（スミス・アンド・ネ
フュー）

-	透明の薄いフィルム、カットされ
ている
-	センサー用粘着テープよりも刺激
が少ない可能性がある

-	水、汗、湿度によって剝がれやすい a

-	多くの患者が IV3000 では Tegaderm よりも皮膚反応
が少ないと報告 a

テガダームまたはテガ
ダームHP

-	透明の薄いフィルム、カットされ
ている

-	HP は Holding	Power（保持力）を意味し、標準的な
テガダームよりも粘着力に優れていると考えられる
-	水、汗、湿度によって剝がれやすい a

オプサイト／フレキシ
フィックス（スミス・
アンド・ネフュー）

-	薄い透明なロールフィルム。適切
なサイズにカットして使用

-	センサーテープの上に貼付することにより粘着増強剤
として使用することも可能

メピレックス（メンリッ
ケヘルスケア）b

-	多孔質の柔軟な布地 -	希望する形とサイズに切りやすい
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a 医療機関内での使用によるもの、または一般の意見、オンラインの論文、糖尿病のブログ、ソーシャルメディアによる裏付け。
b 代替の保護製品。
c 製品の使用説明書を必ず参照してください。

製品 メリット 専門家のコメント c

Pirinase（フルチカゾンプロピオン酸
エステル点鼻薬）（一般名）一般的な例：
-	フルナーゼ ® 定量噴霧式鼻過敏症治
療剤
-	小児用フルナーゼ ® 定量噴霧式鼻過
敏症治療剤
-	Clarispray® アレルギー用点鼻薬

-	CGM 粘着テープによる軽度・中
程度・重度の皮膚反応を予防で
きる場合がある

-	センサー部位に 2回噴霧。スプレーが
乾くまで 2 分待ち、通常通りにセン
サーを挿入
-	Pirinase は 18 歳未満の小児には承認
されていない
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